
 

モトクロス競技会における 2018 規則改訂のポイントについて   その②             （2018 年 3 ⽉ 20 ⽇改） 

MFJ モトクロス運営統⼀セミナー終了後、今年から規則改訂されるポイントについて、下記の通り報告致します。 

2018 年 1/31 付に発表されております、「モトクロス競技会における 2018 規則改訂のポイントについて」と併せてご確認下さい。    

http://www.mfj.or.jp/user/contents/race/race_detail/detail.php?aid=3935 

1.  全⽇本モトクロス選⼿権シリーズ  ⾞体ゼッケンの⼨法規定 （IA1、IA2 のみに適⽤）                    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2.  全⽇本モトクロス選⼿権シリーズ    タイムスケジュールの改訂                                

変更されたポイント 

 IBOPEN クラスの決勝ヒートⅠを⼟曜⽇の最終にメインレースとして実施する。 

 IA1 予選レースを 15 分間のタイムアタック⽅式で実施する。 

 2 ヒート決勝で⾏われるクラス（IA1、IA2、IBOPEN）の暫定表彰は、各クラスヒートⅡ終了後に、 

総合結果（ヒートⅠ・Ⅱの合計）に基づき⾏う。※各ヒートごとの暫定表彰は⾏いません。 

別添資料① タイムスケジュールフォーム（基準）参照 

＊⼟曜⽇にご来場頂いたお客様に全⽇本対象クラスの決勝レースを観戦して頂く機会を設け、よりスピーディーなレース進⾏を⽬指します。 

＊併催クラスの増設など、主催者の意向によりタイムスケジュールフォーム（基準）が変更される場合がありますので、 

必ず各⼤会の公式通知で発表されるタイムスケジュールをご確認下さい。 

 

3.  全⽇本モトクロス選⼿権シリーズ    違反⾏為に対する“違反点”の運⽤                           

新設されたポイント 

 競技中のライダーの危険な⾏為に対し、⼤会審査委員会は、罰則として「警告」を発令する権限を持つ 

 ⼤会審査委員会は違反⾏為の度合いにより点数を付け、違反を犯した選⼿に対し「違反点」を与える。 

 「違反点」は 365 ⽇間有効とし、その間に違反⾏為を重ねた場合は、累積される。 

※「違反点」は最終に効⼒が開始された時点から 365 ⽇を経過した後（全⽇本レース予選・決勝⽇に重複していた
場合は決勝⽇の翌⽇）まで有効とする。 

 点数が多くなるほど罰則が重くなり、4 点となった場合の当該レースは、「失格」となる。⼀旦「失格」を受けた次から当該
選⼿の「違反点」は、2 点に戻る。 

別添資料② 「違反⾏為に対する“違反点”の運⽤」を参照 

＊違反⾏為、危険な⾏為を起こさない意識を選⼿ひとりひとりに⾃覚してもらう為の規則改訂です。 

 



 

4.  ヘルメット特別検査規則の廃⽌                                                      

 MFJ 公認マークが貼られていた MFJ 公認ヘルメットでマークが剥がれてしまった場合に限り、当該製品を取り扱うメーカ
ーまたは正規輸⼊代理店において、公認マークの再貼付の対応を⾏って頂きます。（⾞検での対応は致しません） 

＊並⾏輸⼊製品、コピー製品の使⽤を認めない為の規則改訂です。購⼊前に必ず MFJ 公認マークが貼られているか？確認して

下さい。 

 

5.  全⽇本モトクロス選⼿権シリーズ       国際 A 級（IA1/IA2）⾳量測定対象者の選出                

 全⽇本国際 A 級（IA1、IA2）の⾳量測定は、第 1 戦は全⾞測定であるが、第 2 戦以降は、各⼤会の選⼿受付
時に抽選を⾏い、IA1 最⼤ 5 名、IA2 最⼤ 5 名の測定対象者を選出し、事前⾳量測定を⾏う。 

（第 1 戦の⾳量測定が中⽌となった場合は、第 2 戦で全⾞対象の⾳量測定が⾏われる・・・以降同様） 

 第 1 戦（中⽌の場合は次戦・・・以降同様）の全⾞⾳量測定を受けたサイレンサーには合格を⽰すカラーがペイントさ
れる。 

＊初めて参加する者、初めて使⽤するサイレンサー（スペア）、前戦までに測定を受け合格したがペイントが消えてしまっているサイ 

レンサーを使⽤する者、審査委員会に測定対象として指名された者は、抽選対象とならない場合でも事前⾳量測定を受けなけ 

ればなりません。 

 悪天候等の理由により事前⾳量測定が⾏われない⼤会においては、前戦までに合格を⽰すカラーがペイントされたサイ
レンサーを使⽤する。 

＊⾃⼰責任において、マーキングされていないサイレンサー（過去に測定を受けたことが無い）を使⽤することも可能とするが、 

レース後の⾳量測定でオーバーした場合は罰則の対象とする。 

 

6.  全⽇本モトクロス選⼿権シリーズ      年間エントリー選⼿への選⼿受付優遇措置                    

 年間エントリー者のみの特典として、全⽇本各⼤会予選前⽇の⾦曜⽇の 16 時頃、BEREX により選⼿受付のみ対応
する。 

 

 

以上 
MFJ モトクロス委員会 


